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文内容の要旨
クロカピ Asρergillusnigerのアデニン要求株U20--2 -5はアデニン欠之による増殖停止期が
長く，乙の時期に酸性プロテア{ゼなどの分泌酵素を多量に生産する。
生産酸性プロテアーゼの至適 pHは2.8，300 Cでは pH3--5で長時間安定である。培養?戸
液からゲノレ炉過，電気泳動による精製の結果，酸性プロテアーゼは培養期間中単一であった。
生産にはペプトン，蛋白質が良好で，無機窒素源ではほとんど生産されずペプトンの添加によ
り誘導，除去により脱誘導を認めた。
培養経過は典型的な nongrowth-associated型を示した。代謝アナログの添加または嫌気培養
により酵素生産は速やかに停止し，酸性プロテアーゼの生成は優先合成型であった。アクチノマ
イシンDの添加による RNA合成限害後，酸性プロテアーゼ生産は数時間続き， mRNAの安定
性が優先合成の大きな要因であった。増殖停止期で RNAは turnoverし，これも優先合成の要
因であった。脱誘導実験から mRNAの分解は一分子的であり， mRNA濃度を酵素生産の律速
段階と仮定した動力学モデノレによく適合し， mRNAおよび全RNAの分解定数 k，Aともに
Arrhenius plot に従った。胞子接種では増殖期には生産は起らない。ペプトンで脱抑制した菌
体の shift-upは抑制を受けず，ベプトンによる脱抑制は増殖期の抑制に対し非可逆的に作用し
た。脱誘導過程ではアデニン添加の影響はなかった。
誘導物質の検索をアミノ酸，アミノ酸誘導体，合成ペプチド，天然ペプチド，その他窒素含有
物質について広く行なった結果，カゼインの酵素分解物が最も有効で，有効ペプチドの分子量は
かなり大であった。
ペプトンは添加後約10時間の誘導 lagがあり，ペプトンの菌体内取り込みは速いが，アクチノ
マイシンDによる阻害実験から mRNA合成以前に原因があった。従ってペプトンから真の in-
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ducerが出来る段階に lagがあると思われる。 アジピン酸が誘導物質として有効であったが高
濃度では阻害を示した。アジピン酸では誘導 lagはないが，アデニン添加によりやはり抑制され
た。
増殖，酵素生産に対する外的因子のうち， pHは3--4がいずれにも好適であるが，温度は増
殖には 30--320C，酵素生産には 200C付近が最適であった。アクチノマイシンDによる阻害，
脱誘導実験より低温は mRNAを安定化し，動力学的解析ともよく一致した。
菌糸の活性分布をミクロな面から追求しと乙ろ，液内培養のパノレフ。状菌糸の伸長は先端で起る
が， 中央部でも次々と分岐が生以 全体的には増殖活性の菌糸内一様分布が hanging-drop
culture により認められた。 放射性核酸塩基の取り込み， 核酸合成もオートラジオグラムの結
果，菌糸内でほぼ一様であづた。液内培養のパノレフ。状菌糸では平均令を用いて解析しでも大過な
いものと結論された。
論文の審査結果の要旨
との論文はクロカピの酸d性フ。ロテアーゼ生産を対象として誘導，抑制および生産持続性の諸関
係を mRNAの挙動を中心として一貫した動力学的モデノレに対応する解析を行ない，その適合性
を生理学的ならびに速度論的に立証したものであり，単に酸性プロテアーゼの生産制御に対して
基礎的知見を与えただけでなく広く醗酵生産の動力学的ならびに生化学的知見に重要な寄与をな
Lたもので博士論文として価値あるものと認める。
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